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ソース SVM を再アクティブ化する

ソース SVM の再アクティブ化ワークフロー

災害発生後もソース SVM が残っている場合は、そのソース SVM を再アクティブ化し、
SVM ディザスタリカバリ関係を再作成して保護できます。

元のソース SVM を再アクティブ化する

デスティネーションからデータを提供する必要がなくなった場合は、ソース SVM とデ
スティネーション SVM 間で元のデータ保護関係を再確立できます。手順は、 1 つの例
外を除いて、ボリュームレプリケーション用の手順とほとんど同じです。ソース SVM

を再アクティブ化するには、デスティネーション SVM を停止する必要があります。

作業を開始する前に

デスティネーションボリュームからデータを提供している間にそのサイズを拡張した場合は、ソースボリュー
ムを再アクティブ化する前に、元のソースボリュームを十分拡張できるように max-autosize を手動で増やす
必要があります。

"デスティネーションボリュームが自動的に拡張される状況"

このタスクについて
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ONTAP 9.11.1以降では、を使用して、ディザスタリカバリのリハーサル中の再同期時間を短縮できます

-quick-resync true のオプション snapmirror resync SVM DR関係の逆再同期を実行する際のコマン
ド。迅速な再同期により、Data Warehouseの再構築およびリストア処理をバイパスすることで、本番環境に
戻るまでの時間を短縮できます。

クイック再同期では、デスティネーションボリュームのストレージ効率は維持されません。ク
イック再同期を有効にすると、デスティネーションボリュームで使用されるボリュームスペー
スが増加する可能性があります。

この手順は、元のソースボリュームにあるベースラインが損なわれていないことを前提としています。ベース
ラインが損なわれている場合は、手順を実行する前に、データの提供元のボリュームと元のソースボリューム
の間の関係を作成して初期化する必要があります。

コマンドの完全なコマンド構文については、マニュアルページを参照してください。

手順

1. 元のソース SVM または元のソースクラスタから、元の SVM DR 関係と同じ設定、ポリシー、および ID

保持設定を使用して、リバース SVM DR 関係を作成します。

snapmirror create -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、データの提供元であるSVM間の関係を作成します。 svm_backup`および元のソースSVM

`svm1：

cluster_src::> snapmirror create -source-path svm_backup: -destination

-path svm1:

2. 元のソース SVM または元のソースクラスタから次のコマンドを実行して、データ保護関係を反転しま
す。

snapmirror resync -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

再同期の際にベースライン転送は不要ですが、再同期には時間がかかる場合があります。再同期はオフピ
ークの時間帯に実行することを推奨します。

ソースとデスティネーションに共通の Snapshot コピーが存在しない場合、このコマンドは

失敗します。使用 snapmirror initialize をクリックして関係を再初期化してくださ
い。

次の例は、元のソースSVM間の関係を反転します。 svm1`およびデータの提供元のSVM `svm_backup
：
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cluster_src::> snapmirror resync -source-path svm_backup: -destination

-path svm1:

quick-resyncオプションの使用例：

cluster_src::> snapmirror resync -source-path svm_backup: -destination

-path svm1: -quick-resync true

3. 元のソース SVM へのデータアクセスを再確立する準備ができたら、元のデスティネーション SVM を停
止して、元のデスティネーション SVM に現在接続されているクライアントをすべて切断します。

vserver stop -vserver SVM

次の例は、現在データを提供している元のデスティネーション SVM を停止します。

cluster_dst::> vserver stop svm_backup

4. を使用して、元のデスティネーションSVMの状態がstoppedであることを確認します vserver show コ
マンドを実行します

cluster_dst::> vserver show

                                  Admin      Operational Root

Vserver        Type    Subtype    State      State       Volume

Aggregate

--------       ------- ---------- ---------- ----------- ----------

----------

svm_backup     data    default    stopped    stopped     rv

aggr1

5. 元のソース SVM または元のソースクラスタから次のコマンドを実行して、反転した関係の最終更新を実
行し、元のデスティネーション SVM から元のソース SVM にすべての変更を転送します。

snapmirror update -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、データの提供元である元のデスティネーションSVMの間の関係を更新します,svm_backup`お

よび元のソースSVM `svm1：

cluster_src::> snapmirror update -source-path svm_backup: -destination

-path svm1:
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6. 元のソース SVM または元のソースクラスタから次のコマンドを実行して、反転した関係のスケジュール
された転送を停止します。

snapmirror quiesce -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、データの提供元のSVM間のスケジュールされた転送を停止します。 svm_backup`および元

のSVM `svm1：

cluster_src::> snapmirror quiesce -source-path svm_backup: -destination

-path svm1:

7. 最後の更新が完了し、関係のステータスが「 Quiesced 」と表示されたら、元のソース SVM または元の
ソースクラスタから次のコマンドを実行して、反転した関係を解除します。

snapmirror break -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、データの提供元であった元のデスティネーションSVM間の関係を解除します。 svm_backup`

および元のソースSVM `svm1：

cluster_src::> snapmirror break -source-path svm_backup: -destination

-path svm1:

8. 元のソース SVM が以前に停止されていた場合は、元のソースクラスタから元のソース SVM を起動しま
す。

vserver start -vserver SVM

次の例は、元のソース SVM を起動します。

cluster_src::> vserver start svm1

9. 元のデスティネーション SVM または元のデスティネーションクラスタから、元のデータ保護関係を再確
立します。

snapmirror resync -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。
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次の例は、元のソースSVM間の関係を再確立します。 svm1`および元のデスティネーションSVM

`svm_backup：

cluster_dst::> snapmirror resync -source-path svm1: -destination-path

svm_backup:

10. 元のソース SVM または元のソースクラスタから次のコマンドを実行して、反転したデータ保護関係を削
除します。

snapmirror delete -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、元のデスティネーションSVM間の反転した関係を削除します。 svm_backup`および元のソー

スSVM `svm1：

cluster_src::> snapmirror delete -source-path svm_backup: -destination

-path svm1:

11. 元のデスティネーション SVM または元のデスティネーションクラスタから、反転したデータ保護関係を
解放します。

snapmirror release -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、元のデスティネーションSVM svm_backupと元のソースSVMの間の反転した関係をリリースし

ます。 svm1

cluster_dst::> snapmirror release -source-path svm_backup: -destination

-path svm1:

完了後

を使用します snapmirror show コマンドを実行して、SnapMirror関係が作成されたことを確認します。コ
マンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

元のソース SVM を再アクティブ化する（ FlexGroup ボリュー
ムのみ）

デスティネーションからデータを提供する必要がなくなった場合は、ソース SVM とデ
スティネーション SVM 間で元のデータ保護関係を再確立できます。FlexGroup ボリュ
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ームを使用しているときに元のソース SVM を再アクティブ化するには、元の SVM DR

関係を削除して元の関係を解放してから、関係を反転するなど、いくつかの追加手順を
実行する必要があります。また、スケジュールされた転送を停止する前に、反転した関
係を解放し、元の関係を再作成する必要があります。

手順

1. 元のデスティネーション SVM または元のデスティネーションクラスタから、元の SVM DR 関係を削除し
ます。

snapmirror delete -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、元のソースSVM svm1と元のデスティネーションSVMの間の元の関係を削除します。

svm_backup：

cluster_dst::> snapmirror delete -source-path svm1: -destination-path

svm_backup:

2. 元のソース SVM または元のソースクラスタから、 Snapshot コピーはそのまま保持したまま元の関係を
解放します。

snapmirror release -source-path SVM: -destination-path SVM: -relationship-info

-only true

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、元のソースSVM svm1と元のデスティネーションSVMの間の元の関係をリリースします。

svm_backup。

cluster_src::> snapmirror release -source-path svm1: -destination-path

svm_backup: -relationship-info-only true

3. 元のソース SVM または元のソースクラスタから、元の SVM DR 関係と同じ設定、ポリシー、および ID

保持設定を使用して、リバース SVM DR 関係を作成します。

snapmirror create -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、データの提供元であるSVM間の関係を作成します。 svm_backup`および元のソースSVM

`svm1：
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cluster_src::> snapmirror create -source-path svm_backup: -destination

-path svm1:

4. 元のソース SVM または元のソースクラスタから次のコマンドを実行して、データ保護関係を反転しま
す。

snapmirror resync -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

再同期の際にベースライン転送は不要ですが、再同期には時間がかかる場合があります。再同期はオフピ
ークの時間帯に実行することを推奨します。

ソースとデスティネーションに共通の Snapshot コピーが存在しない場合、このコマンドは

失敗します。使用 snapmirror initialize をクリックして関係を再初期化してくださ
い。

次の例は、元のソースSVM間の関係を反転します。 svm1`およびデータの提供元のSVM `svm_backup
：

cluster_src::> snapmirror resync -source-path svm_backup: -destination

-path svm1:

5. 元のソース SVM へのデータアクセスを再確立する準備ができたら、元のデスティネーション SVM を停
止して、元のデスティネーション SVM に現在接続されているクライアントをすべて切断します。

vserver stop -vserver SVM

次の例は、現在データを提供している元のデスティネーション SVM を停止します。

cluster_dst::> vserver stop svm_backup

6. を使用して、元のデスティネーションSVMの状態がstoppedであることを確認します vserver show コ
マンドを実行します

cluster_dst::> vserver show

                                  Admin      Operational Root

Vserver        Type    Subtype    State      State       Volume

Aggregate

--------       ------- ---------- ---------- ----------- ----------

----------

svm_backup     data    default    stopped    stopped     rv

aggr1
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7. 元のソース SVM または元のソースクラスタから次のコマンドを実行して、反転した関係の最終更新を実
行し、元のデスティネーション SVM から元のソース SVM にすべての変更を転送します。

snapmirror update -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、データの提供元である元のデスティネーションSVMの間の関係を更新します,svm_backup`お

よび元のソースSVM `svm1：

cluster_src::> snapmirror update -source-path svm_backup: -destination

-path svm1:

8. 元のソース SVM または元のソースクラスタから次のコマンドを実行して、反転した関係のスケジュール
された転送を停止します。

snapmirror quiesce -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、データの提供元のSVM間のスケジュールされた転送を停止します。 svm_backup`および元

のSVM `svm1：

cluster_src::> snapmirror quiesce -source-path svm_backup: -destination

-path svm1:

9. 最後の更新が完了し、関係のステータスが「 Quiesced 」と表示されたら、元のソース SVM または元の
ソースクラスタから次のコマンドを実行して、反転した関係を解除します。

snapmirror break -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、データの提供元であった元のデスティネーションSVM間の関係を解除します。 svm_backup`

および元のソースSVM `svm1：

cluster_src::> snapmirror break -source-path svm_backup: -destination

-path svm1:

10. 元のソース SVM が以前に停止されていた場合は、元のソースクラスタから元のソース SVM を起動しま
す。
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vserver start -vserver SVM

次の例は、元のソース SVM を起動します。

cluster_src::> vserver start svm1

11. 元のソース SVM または元のソースクラスタから、反転した SVM DR 関係を削除します。

snapmirror delete -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、元のデスティネーションSVM svm_backupと元のソースSVMの間の反転した関係を削除しま

す。 svm1：

cluster_src::> snapmirror delete -source-path svm_backup: -destination

-path svm1:

12. 元のデスティネーション SVM または元のデスティネーションクラスタから、反転した関係を解放し、
Snapshot コピーはそのままにします。

snapmirror release -source-path SVM: -destination-path SVM: -relationship-info

-only true

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、元のデスティネーション SVM svm_backup と元のソース SVM svm1 の間の反転した関係を解
放します。

cluster_dst::> snapmirror release -source-path svm_backup: -destination

-path svm1: -relationship-info-only true

13. 元のデスティネーション SVM または元のデスティネーションクラスタから、元の関係を再作成します。
元の SVM DR 関係と同じ設定、ポリシー、および identity-preserve 設定を使用します。

snapmirror create -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、元のソースSVM間の関係を作成します。 svm1`および元のデスティネーションSVM

`svm_backup：
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cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm1: -destination-path

svm_backup:

14. 元のデスティネーション SVM または元のデスティネーションクラスタから、元のデータ保護関係を再確
立します。

snapmirror resync -source-path SVM: -destination-path SVM:

で、SVM名のあとにコロン（：）を入力する必要があります -source-path および

-destination-path オプション（ Options ）以下の例を参照してください。

次の例は、元のソースSVM間の関係を再確立します。 svm1`および元のデスティネーションSVM

`svm_backup：

cluster_dst::> snapmirror resync -source-path svm1: -destination-path

svm_backup:
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